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  医療機器届出番号 13B1X00277000622号   
機械器具 25 医療用鏡 一般医療機器 自然開口向け単回使用内視鏡用非能動処置具 JMDNコード38819001 

 
 ディスポーザブル誘導子 CC-220DR 
 
再使用禁止  
  

 

【禁忌・禁止】 
再使用禁止 
     

【形状・構造及び原理等】 

構造・構成ユニット 
1.構成 
本製品は、先端部、挿入部、操作部の構造からなる。 
    

2.各部の名称 

 

    
**3.仕様 

モデル名 CC-220DR 
先端部 双関節型 
最大外径（mm） Φ1.5 
有効長（mm） 1150 

詳細は、『取扱説明書』の「7 仕様」を参照すること。 
    

作動・動作原理 
経内視鏡的に体腔内に挿入し、本製品の進退操作、先端部の屈曲

操作により、細胞を採取する。 
    

【使用目的又は効果】 

使用目的 
本製品は、当社指定の内視鏡およびガイドシースと組み合わせて、

ガイドシースの呼吸器内への誘導および呼吸器内の細胞を採取す

ることを目的としている。 
    

【使用方法等】 

1.点検 
滅菌パックの点検、本製品の外観の点検、作動の点検をする。 

2.ガイドシースへの挿入 
(1)本製品の挿入部をディスポーザブルガイドシースキットの付属

品である ET ストッパにゆっくり挿入し、ET ストッパを本製

品の挿入部手元側付近に位置させる。 
(2)本製品の先端部をまっすぐにした状態で、本製品の挿入部をガ

イドシースの処置具ポートからゆっくり挿入する。 
(3)本製品の挿入部をガイドシースへゆっくり挿入し、本製品の先

端部とコイルの境界（図 1）がガイドシースの先端面に一致す

るように調整する。その状態で本製品の挿入部手元側にある

ET ストッパをゆっくり移動させ、ガイドシースの処置具ポー

トに突き当てるよう位置させる。 

 

図1.ディスポーザブル誘導子の先端 
    

3.内視鏡への挿入 
本製品を挿入したガイドシースを、ガイドシースの挿入部先端が

内視鏡の視野内に現れるまで、内視鏡へゆっくり挿入する。 
4.誘導および細胞採取 

(1)内視鏡画像、ガイドシースの X 線透視下で確認しながら、本

製品およびガイドシースの挿入部先端をゆっくりと目的部位ま

で挿入する。必要に応じて本製品の先端部を屈曲、回転させ、

本製品およびガイドシースを目的の部位までゆっくり挿入する。 
(2)本製品の先端を目的部位に位置させ、細胞を採取する。 
(3)本製品のスライダーを押し、本製品の先端部をまっすぐにした

状態で、かつガイドシースの先端が内視鏡の先端から突き出て

いる状態で、ガイドシースから本製品をゆっくり引き抜く。 
5.再度の細胞採取 

(1)本製品の先端部をまっすぐにした状態で、本製品の挿入部を、

ガイドシースの処置具ポートからガイドシースに、ET ストッ

パが突き当たる位置までゆっくり挿入する。 
(2)組織(細胞)採取を行う。 
(3)ガイドシースの先端が内視鏡の先端から突き出ている状態で、

かつ本製品の先端部をまっすぐにした状態で、本製品をガイド

シースからゆっくり引き抜く。 
6.廃棄 
本製品の使用が終了したら、適切な方法で廃棄する。 
    

**組み合わせて使用する医療機器 
本製品と組み合わせて使用可能な医療機器は以下である。 

当社 
内視鏡 

有効長 600mm以下 

チャンネル径 Φ2mm以上 

 
モデル名 販売名 医療機器届出番号 

SG-200C 
SG-201C 

ディスポーザブル 
ガイドシースキット 

13B1X00277000212 
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使用方法等に関連する使用上の注意 
1.本製品の挿入部を直径15cmより小さく丸めないこと。 
2.無理な力で本製品をETストッパに挿入しないこと。 
3.ガイドシース単体で内視鏡に挿入せず、本製品の先端をガイドシ

ースの先端から少し突き出した状態でゆっくり挿入すること。ま

た、異常な引っかかりや抵抗を感じた場合は挿入しないこと。 
4.ガイドシースに対して本製品を挿入、進退または引き抜く際は、

本製品の先端部をまっすぐにした状態でゆっくりと行うこと。異

常な引っかかりや抵抗を感じた場合は、ガイドシースの先端から

本製品を突き出さず、直ちに使用を中止すること。 
5.ガイドシースおよび本製品を使用する際は、内視鏡のアングルを

強くかけないこと。抵抗が大きくて挿入や引き抜きが困難な場合

は、無理なく挿入や引き抜きができるところまで内視鏡のアング

ルを戻すこと。それでも引き抜けない場合は、ガイドシース、本

製品、内視鏡を一緒に患者から引き抜くこと。 
6.本製品の先端がガイドシース内にある状態で、本製品の先端部の

屈曲、回転などの操作を行わないこと。 
7.ガイドシースに本製品を挿入する際に異常な引っかかりや抵抗を

感じた場合や、ガイドシースを気管支の強い屈曲部位（B1 や B6
等。ただしこれらに限定されない）に挿入している場合は、ガイ

ドシース先端が強く屈曲している可能性がある。これらの場合、

ガイドシースの先端から本製品を突き出さないこと。 
8.ガイドシースから本製品を引き抜くときは、内視鏡の先端からガ

イドシースの先端を突き出した状態で引き抜くこと。または、ガ

イドシースの先端から本製品の先端を突き出した状態で、ガイド

シースごと引き抜くこと。 
    

詳細は、『取扱説明書』の「9 使用法」、「10 廃棄」を参照する

こと。 
    

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 
一般的事項 

(1)ガイドシースの X 線不透過チップが脱落するおそれがあるた

め、【使用方法等】の「使用方法等に関連する使用上の注意」

を参照し、十分に注意して使用すること。 
(2)本製品を使用するときは、必ずディスポーザブルガイドシース

キットの付属品であるETストッパを使用すること。 
(3)内視鏡の視野が確保されていない状態で、ガイドシースおよび

本製品を内視鏡に挿入しないこと。また、内視鏡画像あるいは

X 線透視下でガイドシースを確認できない状態で、本製品を内

視鏡に挿入したガイドシースに挿入しないこと。 
(4)本製品をガイドシースと組み合わせて内視鏡に挿入する際は、

本製品の先端部をまっすぐな状態に保持すること。 
(5)ガイドシースおよび本製品を内視鏡先端から急激に突き出さな

いこと。また、本製品をガイドシースの先端から急激に突き出

さないこと。 
(6)内視鏡の視野内または X 線透視下で本製品およびガイドシー

スの挿入部先端を確認できていない状態で、本製品およびガイ

ドシースを操作しないこと。 
(7)末梢の気管支等の狭い管腔では、本製品の先端を無理な力で屈

曲、回転させないこと。 
(8)本製品およびガイドシースの挿入部先端を内視鏡から突き出し

ている状態で、急激な内視鏡のアングル操作をしないこと。 
(9)細胞採取時を含めて、無理な力で本製品の挿入部先端を体腔内

組織に押し付けないこと。 
(10)大きなサンプルを採取すると穿孔につながるおそれがあるた

め、最低限の量を採取すること。 
(11)本製品を内視鏡またはガイドシースから引き抜く際は、本製

品先端が術者、患者などに接触しないように押さえながらゆっ

くり引き抜くこと。 
(12)内視鏡に挿入したガイドシースに本製品を挿入するときは、

内視鏡の視野内または X 線透視下でガイドシースをゆっくり

動かし、ガイドシースの X 線不透過チップの位置ずれや外れ

などの異常がないことを毎回確認した上で挿入すること。また、

挿入はガイドシースのGS ストッパを内視鏡の鉗子栓に突き当

てた状態で行うこと。 
    

詳細は、『取扱説明書』の「8 保管」、「9 使用法」、「10 廃
棄」を参照すること。 

不具合 

その他の不具合 

機器の破損、機能の低下、ガイドシースのX 線不透過チップの位

置ずれ・脱落 
    

有害事象 

その他の有害事象 

感染、組織の炎症、穿孔、大出血、粘膜損傷、人体への傷害、術

者の外傷 
    

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 
詳細は『取扱説明書』の「7.1 環境」および「8 保管」を参照す

ること。 
    

有効期間 
滅菌パックに表示された使用期限を確認すること。 
（自己認証（当社データ）による） 
    

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元： 
オリンパスメディカルシステムズ株式会社 

〒192-8507 東京都八王子市石川町2951 
    
お問い合わせ先 
TEL 0120-41-7149（内視鏡お客様相談センター） 

    

RK0070 07 ©2016 OLYMPUS MEDICAL SYSTEMS CORP. All rights reserved. 
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